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最上川フットパスが整備されました②
白鷹町文化交流センター基本計画の

策定に向けて④
日本女子ソフトボール１部リーグ

山形大会⑦
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古典桜の里　－　待ちに待った花盛り（山口奨学桜）
４月最後の土曜、日曜、すばらしい天気に恵まれ、町内の桜は満開となりました。この開花を待ちわびた町内外のかたがたが
桜を見に繰り出しました。山口奨学桜も満開となり、親子連れや地元のお花見会などで大にぎわい。近くでは沖母ちゃん会や
ぬくもり会の皆さんが手づくりの草もちや漬け物などの売店を出店され、訪れた人びとをもてなしていました。
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最
上
川
フ
ッ
ト
パ
ス
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
17
年
度
に
国
土
交
通
省
の

事
業
に
よ
り
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

荒
砥
駅
か
ら
ヤ
ナ
公
園
（
あ
ゆ
茶

屋
）
ま
で
の
約
４
・
０
㎞
の
散
策

道
路
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
整
備
ル
ー
ト
を
魅
力

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
川
か
ら

街
、
街
か
ら
川
と
い
う
地
域
の
魅

力
あ
ふ
れ
る
散
策
コ
ー
ス
を
設
定

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
の
場
と
し
て
、
ま
た
小
中
学
生

の
総
合
学
習
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
フ
ッ
ト
パ
ス
っ
て
な
に
？
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最上川フットパス
ルートマップ

魅力たっぷりの白鷹のフットパス。

健康づくり、ふるさと再発見にみんなで出かけましょう。

各ビューポイントを紹介します。

最上川フットパスのお問い合わせ　
建設水道課（☎85－6142）
産業振興課（☎85－6136）
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白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て
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基
本
計
画
策
定
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針

　

背　

景

　

鳥
瞰
す
れ
ば
、
町
の
中
心
を
最
上
川
が
南
北
に
走
り
、
東
西
そ
れ
ぞ
れ
に
山
や
ま
を
麓
と
す
る
盆
地
の
中
に
、
人
び
と
が
歴
史
と
文
化
を
刻
み
、

ま
ち
づ
く
り
を
堆
積
し
て
き
た
、
そ
れ
が
白
鷹
町
で
す
。

　

現
在
の
視
点
か
ら
未
来
を
展
望
す
る
と
き
、
高
齢
そ
し
て
人
口
減
少
社
会
と
い
う
、
か
つ
て
経
験
し
て
い
な
い
新
た
な
社
会
構
造
の
認
識
の
う
え
、

町
全
体
の
資
源
、
発
展
要
素
を
高
め
、
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
町
民
一
人
ひ
と
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
し
、
一
つ
に
す
る
町
民
と
し
て
の
「
未

来
へ
の
拠
り
所
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
こ
そ
、「
夢
」
を
具
体
的
目
標
に
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
力
の
結
集
が
ま
ち
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
こ
の
町
に
住
む
町
民
の
幸
せ
へ
の
充
足
と
思
い
の
豊
か
さ
の
中
に
こ
そ
あ
り
、
こ
の
営
み
を
継
い
で
ゆ
く
時
間
の
積
み

重
ね
こ
そ
過
去
に
感
謝
し
、
現
在
を
生
き
、
未
来
に
託
す
力
と
な
り
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
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位
置
づ
け

　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、「
文
化
、
交
流
、
人
づ
く
り
」
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
「
情
報
・
文
化
の
発
信
」「
世
代
間
の
交
流
」「
感
性
の

創
造
」
を
目
指
す
空
間
と
し
て
の
施
設
で
す
。

　
　

視
点
そ
の
１　

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

地
域
の
資
源
に
光
を
あ
て
、
総
合
的
な
地
域
再
生
の
視
点
か
ら
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
展
開
が
、
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
あ
り
、
視
線

の
先
に
太
平
洋
と
日
本
海
を
結
び
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
人
と
物
の
流
通
体
系
の
循
環
に
新
た
な
価
値
を
付
加
し
、
町
民
の
熱
望
と
し
て
の
最
上
川
に

架
け
る
新
た
な
橋
の
具
現
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

地
域
的
に
視
点
を
移
せ
ば
、
町
な
み
の
広
が
り
と
し
て
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
は
豊
か
な
歴
史
的
た
た
ず
ま
い
を
継
承
し
つ
つ
、
高
齢
化
時
代
の

定
住
力
と
ま
ち
づ
く
り
を
融
合
さ
せ
な
が
ら
、
時
代
を
見
据
え
た
新
し
い
雇
用
、
産
業
基
盤
の
創
出
に
加
え
、
安
心
安
全
な
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

施
策
展
開
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
若
者
定
住
と
し
て
の
住
宅
な
ど
が
「
四
季
の
郷
」
と
し
て
、
互
い
の
機
能
が
相
乗
的
に
融
合
し
、
子
育
て
環
境
、

高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
居
住
地
の
確
保
に
よ
る
魅
力
的
な
人
間
に
や
さ
し
い
地
域
と
し
て
の
空
気
で
包
み
込
む
町
な
み
を
育
て
る
拠
点
で
す
。

　
　

視
点
そ
の
２　

未
来
へ
の
投
資
、
文
化
と
交
流

　

さ
ら
に
、
こ
の
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
視
点
を
移
せ
ば
、
人
間
と
し
て
の
豊
か
な
感
性
を
醸
成
す
る
「
未
来
へ
の
投
資
」
と
し
て
、
感
動
を
創
り

上
げ
、
未
来
へ
世
代
を
継
ぐ
文
化
創
造
の
拠
点
と
位
置
づ
け
ま
す
。
そ
の
基
本
視
点
を
「
ひ
と
つ
の
小
宇
宙
と
し
て
の
質
的
に
感
性
を
高
め
る
空
間

と
人
と
人
が
ふ
れ
合
い
交
流
す
る
場
と
し
て
の
豊
か
な
時
間
の
流
れ
る
魅
力
あ
る
空
間
の
調
和
」
に
求
め
ま
す
。

　

人
間
と
し
て
の
体
験
、
体
感
の
重
要
性
「
生
命
の
学
び
合
い
」、「
生
き
る
目
的
の
探
求
」、「
個
性
を
活
か
し
力
を
引
き
出
す
こ
と
」
文
化
と
交
流
の

創
造
空
間
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
楽
し
み
、
喜
び
、
感
動
す
る
生
命
の
発
露
と
し
て
の
未
来
に
つ
な
が
る
新
た
な
自
己
発
見
の
場
と
し
て
、
時
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
未
来
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
地
域
文
化
を
創
造
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
と
な
り
脈
々
と
語
り
継
が
れ
、
地
域
の
自
信
と
誇
り
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
と
考
え
ま
す
。
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視
点
そ
の
３　

人
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル

　

地
域
の
力
と
し
て
男
と
女
、
若
者
と
高
齢
者
が
こ
の
空
間
を
積
極
的
に
活
か
し
て
ゆ
く
実
践
こ
そ
、
世
代
間
交
流
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画
社
会

の
創
造
を
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の
新
し
い
空
間
で
の
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
町
の
未
来
へ
の
求
心
力
を
高
め
、
地
域
の
人
び
と
の
ま
と
ま
り
と
な
り
、
交
流
の
展
開
に
広
が
る
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

四
季
の
色
彩
豊
か
な
町
な
み
景
観
の
中
に
、
生
活
を
営
む
安
心
と
安
全
な
定
住
環
境
を
つ
く
り
、
交
流
を
深
め
、
そ
の
拠
り
所
と
し
て
互
い
の
個

性
を
尊
び
つ
つ
、
耳
を
澄
ま
し
、
す
ま
さ
れ
、
心
の
中
に
ひ
と
つ
の
調
和
を
形
づ
く
る
、
よ
り
魅
力
的
な
白
鷹
町
を
創
造
す
る
空
間
と
し
て
、
子
ど

も
の
心
を
豊
か
に
夢
を
育
み
、
そ
し
て
大
人
も
楽
し
む
、
感
動
を
共
有
す
る
施
設
と
し
ま
す
。Ｄ

Ｃ Ａ

Ｂ ｂ
文化伝承発信機能

親子ふれあい機能

多目的交流機能

屋外交流広場

ギャラリー的機能

屋内と屋外の一体的活用

全体イメージ

ロビー機能

● 多目的機能（Ｂ）
　…聴くこと、歌うこと、語ることによる音の感
　　性空間

● ギャラリー空間（Ｄ）
　…観ること、感じることによる美への感性空間

● 文化伝承発信機能（Ｃ）
　…先人たちの歩みを受け、大人から子どもへの
　　視点で未来に継ぐ文化伝承、文化交流への創
　　造、発表の多世代交流空間の創造

● 屋外交流広場
　…四季おりおりの遊び心と美しい景観をかもし
　　出す施設と一体となる感性環境空間
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第39回
日本女子ソフトボール１部リーグ

第５節山形大会

期日 ６月10日（土）,11日（日）

会場 白鷹町ソフトボール場

白鷹に、
ソフトボールのスーパースターたちが、

３年ぶりに帰ってくる！

６月 10 日（土）
10:00 日立＆ルネサス高崎 VS 戸田中央総合病院
12:00 デンソー VS 日立ソフトウェア
14:00 太陽誘電 VS ホンダ

６月 11 日（日）
10:00 戸田中央総合病院 VS デンソー
12:00 太陽誘電 VS 日立ソフトウェア
14:00 ホンダ VS 日立＆ルネサス高崎

※予備日：12 日（月）

◆入場料（小学生以下無料）
　当日　大人1200円　中学・高校生　800円
　前売　大人1000円　中学・高校生　600円
　＊前売券は、教育委員会、各地区公民館、県内八文字屋各店でお求めください。

問い合わせ
日本リーグ山形大会実行委員会
（白鷹町教育委員会内☎85－6147）

対戦
カード
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みなさんが主体となって行う事業を
　「協働のまちづくり推進助成事業」は、地域・集落または町民の自主的な

団体が、自分たちの手でまちづくり事業などを行う場合、その経費の一部を

助成する事業です。

　平成17年度は、地域づくりに関する事業やイベント・交流拡大事業など、

地域のかたがたが主体となって、３件の事業に取り組みました。

平成17年度に応援した事業

イベント・交流拡大事業

 自然との共生を学ぶ放鷹術の講話・実演会等の開催事業

　申 請 団 体　放鷹実演会実行委員会
　代　表　者　会長　　安部　一弘
　認定事業費　403,976円
　助　成　金　160,000円
　猛
もうきん

禽類を調教し獲物を捕らえる「鷹狩り（放鷹術）」は、日本では1600年を越える歴史
があります。この事業は、伝統ある放鷹術を現代に伝える「ＮＰＯ法人日本放鷹協会」
の協力を得て実施された事業です。自然との共生を学ぶ放鷹術の講話と実演会を開催す
ることにより、幅広く町内外の皆さんに伝統文化を通した自然教育的な見聞を広げてい
ただくことと、「白鷹ならではの特色あるイベント」を行うことにより交流の拡大を図る
ことを目的に実施されました。今後も継続開催されることによる次代を担う子どもたち
の自然保護意識の高揚とイベント実施による交流人口の拡大が期待されます。

まちづくり団体直営事業

 つつが虫碑鞘
さやどう

堂修理事業

　申 請 団 体　東横田尻区
　代　表　者　区長　　丸川　晋司
　認定事業費　42,000円
　助　成　金　33,000円
　江戸末期、当地方で猛威を振るった「ツツガムシ病」。東横田尻区内の金沢寺墓地の一
角には、「ツツガムシ病」を治す医者として知られた芳賀忠徳氏を称える石碑が建立され
ています。地区では、その顕彰碑を風雨から保護するための鞘堂を設置していますが、
老朽化により修復が必要となりました。この事業は、町の有形文化財であり地区のシン
ボルともいえる顕彰碑を後世に伝えるため、鞘堂修復を地区一体となって取り組むこと
により、石碑の保護ばかりではなく改めて芳賀氏の功績を偲ぶとともに、地域コミュニ
ティの醸成を図ることを目的としています。この活動を通じた地区の団結力の高揚は、
さらなる地域づくりにつながるものと期待されます。

地域づくり事業

 萩野夏祭り盛上げ活性化事業

　申 請 団 体　萩野夏祭り花火で盛上げ隊
　代　表　者　代表　　安部　宏二
　認定事業費　383,000円
　助　成　金　100,000円
　萩野の夏祭りでは、毎年８月14日に区民総出による萩野特有の獅子舞を奉納していま
す。20数年前からは子獅子舞も一緒に行い、より一層の地域を挙げた取り組みとしてき
ました。しかし、近年の少子高齢化の影響は大きく、今以上の活性化が必要となってき
ました。萩野地区では、地域で話し合いをしながら獅子舞の歴史などを学び、夏祭りを
盛り上げることが地域の活性化につながることを再確認し、活性化の起爆剤とするため
夏祭りに花火を打ち上げることとなりました。地区内はもとより町内外や帰省している
かたがたが、夏祭りと花火を通して交流を深めることにより、地域のさらなる活性化が
図られるものと期待されます。

白鷹町協働のまちづくり推進助成事業

応援
します
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み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
を

支
援
し
ま
す
！

　

白
鷹
町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
積
極
的
な
生
涯
学
習
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
生
涯
学
習
推
進

基
金
を
活
用
し
、
費
用
を
無
利
子

で
貸
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

国
内
学
習
、
海
外
学
習
、
文
化
研

究
に
係
わ
る
出
版
に
要
す
る
経
費

が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

(1)
貸
付
の
対
象

　

町
内
在
住
の
か
た

※
た
だ
し
、
以
前
に
基
金
を
借
り

受
け
、
ま
だ
そ
の
返
済
が
済
ん
で

い
な
い
か
た
は
、
新
た
に
借
り
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

(2)
貸
付
額

①
国
内
学
習　

20
万
円
以
内

②
海
外
学
習　

50
万
円
以
内

③
文
化
研
究
に
係
わ
る
出
版
に
要

　

す
る
経
費　

１
０
０
万
円
以
内

(3)
貸
付
期
間
及
び
返
済　

　

貸
付
期
間
は
３
年
と
し
、
返
済

は
年
賦
均
等
返
済
で
す
。
期
間
の

短
縮
に
つ
い
て
は
協
議
に
よ
っ
て

定
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

平
成
18
年
度
�
助
成
�
希
望
�
�
�
�
�
�
�
団
体
�

�

白
鷹
町
協
働
�
�
�
�
�
�
推

進
事
業
�
�
幸
�
�
実
感
�
�
�

�
�
�
�
生
活
�
�
�
住
�
良
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
目
的
�
地

域
�
集
落
�
�
�
町
民
�
自
主
的

�
団
体
�
�
�｢

協
働
�
�
�
�

�
�
団
体｣

�
行
�
自
主
的
�
計

画
的
�
活
動
�
支
援
�
�
事
業
�

�
�
今
年
度
�
�
助
成
金
総
額

�
�
�
万
円
�
予
定
�
�
�
�
�
�

�

助
成
�
希
望
�
�
�｢

協
働
�

�
�
�
�
�
団
体｣

�
皆
�
�
�
�

次
�
募
集
要
領
�
�
�
�
申
請
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
助
成
対
象

団
体
�
選
考
�
先
着
順
�
行
�
�

�
�
�
�
計
画
的
�
事
業
�
実
施

�
�
願
�
�
�
�
�
�
�
�
不
明

�
点
�
�
�
�
�
�
�
点
�
�
�

�
�
�
�
�
�
個
別
�
�
相
談
�

�
�
�
�
�
�
願
�
�
�
�
�

◆
助
成
の
対
象
と
な
る
事
業

(1)
地
域
づ
く
り
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
施
設
等
の

整
備
、
地
域
の
景
観
形
成
、
研
修

会
の
開
催
、
調
査
研
究
な
ど

(2)
生
涯
学
習
、
歴
史
・
文
化
事
業

　

講
演
会
、
講
習
会
、
研
修
会
の

開
催
、
歴
史
文
化
の
保
存
伝
承
、

郷
土
史
発
刊
、
郷
土
料
理
の
伝
承

・
活
用
、
新
た
な
芸
術
文
化
活
動

な
ど

(3)
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
拡
大
事
業

　

大
会
、
ま
つ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
都
市
交
流
な
ど

(4)
個
性
豊
か
な
白
鷹
づ
く
り
事
業

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
立
ち
上
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
、
特
産
物
の

開
発
な
ど

(5)
地
域
づ
く
り
計
画
策
定
事
業

　

地
域
の
現
状
と
課
題
把
握
、
地

域
発
展
の
テ
ー
マ
づ
く
り
、
具
現

化
に
向
け
た
具
体
的
事
業
実
施
に

向
け
た
方
策
検
討
な
ど

(6)
ま
ち
づ
く
り
団
体
直
営
事
業

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
構

成
員
が
協
力
し
て
公
園
等
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
維
持
管
理
作

業
等
を
直
接
行
う
場
合
に
必
要
な

原
材
料
費
な
ど

◆
手
続
の
方
法

①
申
請

　

事
業
の
助
成
希
望
団
体
は
、
ま

ず
「
協
議
書
」
を
町
長
に
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
事
業

の
計
画
性
を
高
め
る
た
め
、
協
議

書
の
受
付
は
原
則
と
し
て
毎
月
第

１
月
曜
日
ま
で
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
（
19
年
１
月
の
み
９
日

（
火
）ま
で
）。

※
役
場
窓
口
延
長
日
（
午
後
７
時

ま
で
）
で
す
。

②
助
成
額

(1)
〜
(4)
は
10
万
円
以
上
の
事
業
で
、

事
業
費
の
40
％
以
内
の
額
を
助
成

し
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
限
度
額

は
50
万
円
で
す
。

(5)
は
10
万
円
以
上
の
事
業
費
で
そ

の
80
％
以
内
の
額
。
助
成
限
度
額

は
30
万
円
で
す
。

(6)
は
原
材
料
費
の
80
％
以
内
の
額

で
、
助
成
限
度
額
を
10
万
円
と
し

ま
す
。

③
助
成
金
の
交
付
決
定

　

助
成
金
に
つ
い
て
は
、
提
出
い

た
だ
い
た
協
議
書
を
も
と
に
役
場

内
の
選
定
委
員
会
に
お
い
て
選
定

し
、
最
終
的
に
は
町
長
が
決
定
し

ま
す
。

■
詳
し
く
は
…
政
策
改
革
課

政
策
企
画
係　

担
当

：

湯
澤
、
佐

藤
（
☎
85

－

６
１
２
３
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

募
集
�
�
�
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�
心
身
障
害
者
福
祉
�

重
度
障
害
者
介
護
者
激
励
金

　

65
歳
以
下
の
重
度
障
害
者
（
一

部
該
当
し
な
い
障
害
が
あ
り
ま
す
）

を
介
護
し
て
い
る
か
た
に
対
し
、

介
護
者
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２

級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
所
有
の
20

歳
以
上
在
宅
の
介
護
者

給
付　

２
万
６
０
０
０
円

自
立
支
援
医
療
費
支
給
事
業

（
旧
更
生
医
療
）

　

自
立
支
援
医
療
費
を
支
給
し
、

福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

条
件　

旧
更
生
医
療
の
対
象
疾
病

を
有
す
る
か
た
で
、
一
定
所
得
未

満
の
か
た

給
付　

医
療
保
険
の
個
人
負
担
分

の
一
部
を
給
付
（
課
税
・
収
入
状

況
な
ど
に
応
じ
て
給
付
額
が
異
な

り
ま
す
）

障
害
者
支
援
費
支
給
事
業

　

身
体
・
知
的
障
害
者
更
生
施
設

な
ど
へ
の
入
所
（
通
所
）
の
支
援
。

条
件　

身
体
障
害
者
ま
た
は
知
的

障
害
者
で
施
設
支
援
が
必
要
な
か

た料
金　

原
則
サ
ー
ビ
ス
料
の
一
割

負
担
と
食
費
な
ど
の
実
費
負
担

（
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
等
に

応
じ
て
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
害
者
、
障
害
児
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
を
支
援
し
ま
す
。

内
容　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害

者
（
児
）
で
支
援
が
必
要
な
か
た

料
金　

原
則
サ
ー
ビ
ス
料
の
一
割

負
担
と
食
費
な
ど
の
実
費
負
担

（
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
な

ど
に
応
じ
て
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
）

心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
等
事
業

　

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま

す
。

条
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の

か
た
（
た
だ
し
、
下
肢
機
能
障
害

は
１
〜
４
級
の
か
た
）

・
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
の
か
た

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

〜
２
級
の
か
た

利
用　

年
間
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

（
５
４
０
円
15
枚
綴
）
を
１
冊
交

付
。
腎
臓
障
害
で
透
析
の
た
め
通

院
の
か
た
は
２
冊
。

自
動
車
燃
料
費
助
成

　

自
動
車
燃
料
費
助
成
券
を
交
付

し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
で
、
腎
臓
障
害
で
透
析
の
た
め

通
院
さ
れ
て
い
る
か
た

利
用　

年
間
自
動
車
燃
料
費
助
成

券
（
５
０
０
円
20
枚
綴
）
を
１
冊

交
付
。

重
度
身
体
障
害
者
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業

　

障
害
者
が
日
常
生
活
を
営
む
う

え
で
の
不
便
を
解
消
し
、
自
立
し

た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

か
た

利
用　

ベ
ッ
ド
、
浴
槽
、
湯
沸
器
、

便
器
、
手
す
り
、
住
宅
改
修
費
給

付
等

料
金　

町
民
税
所
得
税
に
応
じ
て

障
害
児
、
知
的
障
害
者
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業

　

障
害
児
者
が
日
常
生
活
を
営
む

う
え
で
の
不
便
を
解
消
し
、
自
立

し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
所
有
の
か
た
な
ど

利
用　

ベ
ッ
ド
、
浴
槽
、
湯
沸
器
、

便
器
、
手
す
り
、
電
磁
調
理
器
等

料
金　

町
民
税
所
得
税
に
応
じ
て

重
度
身
体
障
害
者
介
護
車
両

改
造
費
支
給
事
業

　

車
椅
子
な
ど
の
障
害
者
が
介
護

者
の
車
両
に
乗
ら
れ
る
よ
う
に
、

車
両
を
改
造
す
る
場
合
、
こ
れ
を

支
援
し
ま
す
。

条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
身

体
障
害
者
手
帳
所
有
の
か
た
で
次

に
該
当
す
る
か
た
な
ど

・
下
肢
障
害
が
１
〜
２
級
の
か
た

・
体
幹
障
害
が
１
〜
３
級
の
か
た

利
用　

車
両
改
造
費
の
２
分
の
１

で
、
補
助
額
20
万
円
限
度

身
障
者
、
身
障
児
補
装
具
給
付

事
業

　

障
害
者
が
日
常
生
活
を
営
む
う

え
で
の
不
便
を
解
消
し
、
自
立
し

た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

か
た
で
障
害
に
よ
り
必
要
な
か
た

利
用　

必
要
な
補
装
具
を
支
給

料
金　

町
民
税
所
得
税
に
応
じ
て

�
存
�
�
�
�
�
福
祉
�
�
�
�

平
成
18
年
度
�
福
祉
事
業
�
�
案
内

　

高
齢
者
も
、
障
害
の
あ
る
か
た
も
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

　

精
神
障
害
者
の
入
院
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

条
件　

白
鷹
町
に
住
所
を
有
し
、

原
則
と
し
て
前
年
度
町
民
税
非
課

税
世
帯
の
か
た
で
精
神
疾
患
等
で

入
院
治
療
を
し
た
か
た

料
金　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
の

３
分
の
一
と
す
る
。
た
だ
し
、
１

カ
月
の
自
己
負
担
額
の
最
低
限
度

を
３
０
０
０
円
と
す
る
。

�
老
人
福
祉
�

　

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
陥
っ

た
り
、
状
態
が
悪
化
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
す
る
予
防
施
策
や
自

立
し
た
生
活
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

条
件　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
介
護
予
防

の
た
め
に
利
用
が
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
か
た

利
用　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間

で
概
ね
１
回
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で

料
金　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
１
日
当
た

り
７
０
０
円

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

（
自
立
生
活
支
援
事
業
）

条
件　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
日
常
生
活

で
支
援
及
び
指
導
が
必
要
な
か
た

利
用　

家
事
援
助
、
一
週
間
２
回

以
内
で
１
回
１
時
間
30
分
未
満

料
金　

介
護
保
険
制
度
と
同
じ
１

割
負
担

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（
自
立
生
活
支
援
事
業
）

条
件　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
生
活
支
援

及
び
指
導
が
必
要
な
か
た
。
介
護

者
が
冠
婚
葬
祭
等
の
と
き
な
ど
。

利
用　

７
日
間
以
内
／
月

料
金　

１
日
当
た
り
、
２
２
０
０

〜
３
３
１
８
円
（
食
費
・
滞
在
費

含
み
）
で
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

家
族
介
護
教
室
事
業

　

在
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て

い
る
人
の
教
室

家
族
介
護
者
交
流
事
業

条
件　

要
介
護
４
、
５
に
相
当
す

る
か
た
、
重
度
の
認
知
症
状
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

利
用　

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
た
め
、
宿
泊
、
日
帰
り
旅
行
、

施
設
見
学
な
ど
を
行
う

高
齢
者
寿
賀
祝
品
支
給
事
業

　

長
寿
を
祝
福
し
祝
品
を
支
給
し

ま
す
。

条
件　

数
え
77
歳
、
88
歳
、
99
歳
、

１
０
０
歳

給
付　

77
歳
、
88
歳
は
町
の
賀
詞

・
祝
品
、
99
歳
は
県
の
賀
詞
・
祝

品
及
び
町
の
祝
品
（
敬
老
会
で
支

給
）、１
月
１
日
で
数
え
１
０
０
歳

の
か
た
に
３
万
円
（
施
設
入
所
者

１
万
円
）
を
支
給

ね
た
き
り
老
人
介
護
者
激
励

金
支
給
事
業

　

ね
た
き
り
老
人
を
介
護
し
て
い

る
か
た
に
、
介
護
者
激
励
金
を
支

給
し
ま
す
。

条
件　

６
カ
月
以
上
の
在
宅
の
介

護
者

給
付　

２
万
６
０
０
０
円

在
宅
介
護
お
む
つ
支
給
事
業

　

常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
ね
た
き

り
の
か
た
な
ど
に
、
お
む
つ
を
支

給
し
ま
す
。

条
件　

世
帯
の
収
入
額
合
計
が

（
90
万
円
×
18
歳
以
上
の
世
帯
員

数
＋
５
０
０
万
円
）
以
下
で
、
65

歳
以
上
か
つ
３
カ
月
以
上
の
在
宅

の
ね
た
き
り
な
ど
で
要
介
護
度
３

以
上
の
か
た
（
入
院
中
は
該
当
し

ま
せ
ん
）

給
付　

現
物
（
１
カ
月
当
た
り

４
０
０
０
円
相
当
以
内
）

老
人
家
庭
除
雪
費
支
給
事
業

　

自
力
で
雪
降
ろ
し
が
で
き
な
い

か
た
に
、
除
雪
費
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
一

人
暮
ら
し
老
人
世
帯
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
世
帯

利
用　

屋
根
の
雪
降
ろ
し　

１
回

当
た
り
８
１
０
０
円
以
内
で
年
２

回
以
内

老
人
世
帯
等
除
雪
支
援
事
業

　

自
力
で
除
雪
で
き
な
い
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
、
生
活
通
路
の

除
雪
支
援
を
行
い
ま
す
。

内
容　

出
入
り
口
の
確
保
の
た
め
、

人
的
除
雪
を
行
い
ま
す
。

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が

急
病
や
災
害
等
の
緊
急
時
に
、
ご

く
簡
単
な
操
作
で
受
信
セ
ン
タ
ー

に
通
報
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
器

の
設
置
を
行
い
ま
す
。

条
件　

単
身
老
人
世
帯
又
は
65
歳

以
上
の
老
人
の
み
世
帯
、
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

料
金　

１
カ
月
当
た
り
５
２
５
円

介
護
保
険
に
お
け
る
低
所
得

利
用
者
負
担
対
策

　

介
護
保
険
に
お
い
て
、
利
用
者

負
担
金
が
所
得
に
関
係
な
く
一
律

に
な
っ
た
の
に
伴
い
、
相
対
的
に

低
所
得
者
の
負
担
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
生
活
困
難
に
な
る
の
を

防
止
す
る
た
め
、
低
所
得
者
の
利

用
者
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用
者
負

担
額
減
免
措
置
事
業

　

町
民
税
が
世
帯
非
課
税
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
は
出

身
世
帯
が
町
民
税
非
課
税
世
帯
）

で
、
か
つ
、
こ
の
世
帯
の
収
入
額

合
計
が
80
万
円
（
単
身
世
帯
の
場

合
／
単
身
世
帯
で
な
い
場
合
は
、

40
万
円
×
世
帯
員
数
＋
40
万
円
）

以
下
の
か
た

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
、
食

費
、
居
住
費
の
負
担
の
４
分
の
１

を
軽
減
す
る
。

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
負
担
金
の
４
分
の
１
を
軽
減

す
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

福
祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）
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　４月16日、スポーツ公園で、鮎貝さくら
祭りが開かれました。鮎貝地区の新旧市街
地の融和を目指して発足した「鮎貝まちづ
くり推進委員会」が中心となった事業で、
今年で３回目。季節はずれの雪で寒い日で
したが、多くのかたがたが来場し、荒砥高
校吹奏楽部の演奏や白鷹太鼓鷹翔會の太鼓
や舞を楽しんでいました。今年から拠点施
設整備が始まります。地域の皆さんととも
に、まちづくりを盛り上げていきましょう。

鮎
貝
�
�
�
�
�
�
地
域
�
�
�
�
�

第
�
回
鮎
貝
�
�
�
祭
�

　４月26日、パレス松風で、置賜さくら回
廊推進会議の懇談会が行われました。さく
ら回廊を全国へ売り込もうというもので、
旅行関係者、桜保存会のかたなど120人が
参加しました。ＪＴＢの清水常務は「身近
にある桜以外の最上川やフラワー長井線と
いう資源・文化に対する地域からの盛り上
がりが大切。」、後藤副知事は「歩いて回っ
て魅力のあるまちづくりが必要です。」と話
されていました。

桜
古
木
�
地
域
�
全
国
�
発
信

置
賜
�
�
�
回
廊
推
進
会
議
懇
談
会

　４月16日、東根地区公民館において、白
鷹町消防団幹部新入団訓練が行われました。
今年、白鷹町消防団には再入団11人を含む
56人が入団。講習会のあと、東陽ホールで
は新入団員を中心とした規律訓練が行われ、
慣れない敬礼や足の方向転換に少し戸惑い
ながら、真剣に訓練されていました。消防
団は、年代や職場を超えた地域の連携団体
として、地域づくり各分野において活躍が
期待されます。

地
域
�
火
災
�
�
守
�
�
��
右
向
�
右
�

白
鷹
町
消
防
団
幹
部
新
入
団
訓
練

平
成
18
年
度
白
鷹
町
�
�
�
�

少
年
団
合
同
結
団
式

　

４
月
８
日
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
合
同

結
団
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
結
団

式
で
は
、
６
２
３
人
26
団
の
代
表

者
に
橋
本
吉
明
本
部
長
よ
り
団
旗

が
手
渡
さ
れ
、
団
員
を
代
表
し
て

蚕
桑
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

児
玉
聡
太
君
が
活
動
に
向
け
て
の

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
導
者
を
代
表
し
て
Ｆ

Ｃ
ホ
ー
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

川
井
久
吾
さ
ん
に
教
育
長
よ
り
委

嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
年
間
、
す
ば
ら
し
い
成
果
が

残
せ
る
よ
う
、
ま
た
け
が
の
な
い

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　４月27日、荒砥小学校で、安全パトロー
ル隊出発式が行われました。安全パトロー
ル隊は子どもたちの安全を地域をあげて守
っていきたいという願いから、ＰＴＡが先
導し今年の１月に発足しました。今年度の
登録者は35人で、日中地域にいるお母さん
や祖父母のかたがたが中心で、下校の時な
どに合わせて街頭で見守ります。隊員のか
たは「腕章がなくても顔を覚えて話しかけ
てほしい。」と話されていました。

子
�
�
�
�
�
命
�
守
�
�
�
�

荒
砥
小
学
校
安
全
�
�
�
�
�
隊
出
発
式
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白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

▼
軽
自
動
車
１
台

白
鷹
花
柳
会
様

▼
現
金
１
万
２
０
０
０
円
（
芸
術

文
化
振
興
の
た
め
）

山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
様
、

全
国
共
済
農
業
共
同
組
合
連
合
会

山
形
県
本
部
様

▼
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
（
交
通
安

全
と
事
故
防
止
の
た
め
）

長
井
法
人
会
様
（
長
井
市
）

▼
デ
ジ
タ
イ
マ
ー
２
台
、
フ
ロ
ア

ス
タ
ン
ド
２
台
（
白
鷹
町
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
た
め
）

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
様

（
仙
台
市
）

▼
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
５
本
、
ド
ウ
ダ

ン
ツ
ツ
ジ
１
５
０
本
、
カ
ン
ツ
バ

キ
１
５
０
本
、
植
栽
工
事
一
式

（
環
境
保
全
の
た
め
）

菊
地
時
雄
様
（
東
京
都
）

▼
現
金
１
０
０
万
円

白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

▼
現
金
５
万
円

東
北
電
力
様
（
長
井
市
）

▼
街
路
灯
20
Ｗ
12
灯
（
防
犯
の
た

め
）

　

平
成
17
年
度
、
町
に
た
く
さ
ん

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
寄
付
月
日
順
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　４月６日、長井警察署で、春の交通安全
県民運動のスタートを切る出発式が行われ
ました。その後、交通安全協会などの代表
の皆さんが役場を訪れ、交通安全メッセー
ジの伝達を行いました。あらと保育園の山
本築くんと阿部理乃さんはちびっ子警察官
となり「交通ルールを守ります。安全な町
になるようにお願いします。」とかわいいメ
ッセージを橋本町長に手渡しました。

子
�
�
�
�
�
高
齢
者
�
優
�
�
安
全
安
心
�
町
�

春
�
交
通
安
全
出
発
式

　４月17日、鮎貝まちづくり推進委員会の
皆さんが鮎貝地区の名所の解説看板立てを
行いました。同委員会が昨年発行した名所
マップ「鮎貝歴史の散歩道」が好評のため、
訪れるたくさんのかたがたをもてなしたい
という気持ちを込め、委員の手づくりで看
板がつくられました。マップに掲載してい
る28カ所の寺社や遺跡などの詳しい説明を
つくり、子どもたちにも分かりやすくふり
がなも付けられています。

歴
史
�
散
歩
道
�
�
�
�
�
解
説
�
�
�

鮎
貝
地
区
�
名
所
�
解
説
看
板
�
設
置

　４月27日から29日まで、山形県縦断駅伝
競走大会が行われました。町内通過は28日
午後で、白鷹中継所となったＡコープ前に
は、荒砥小学校の児童などたくさんのかた
がたが応援に駆けつけました。地元「長井
・西置賜チーム」の竹田則幸さん（荒砥）
は朝日町から白鷹までの約16㎞を走破し、
５位でタスキをつなぎました。総合成績は
昨年より３つ順位を上げる７位というすば
らしい結果でした。

桜
舞
�
道
�
�
�
�
�
�
�
�

第
52
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

　４月29日から５月８日まで、高玉の小鮎
貝川沿いの八重桜がライトアップされまし
た。これは、蚕桑地区の「古里21フレッシ
ュ蚕桑（代表遠藤寿春さん）」が新観光名所
をつくろうと取り組んだもので、今年初め
ての企画。ライトアップの発電燃料には白
鷹町を考える会エネルギー部会「菜の花プ
ロジェクト」の協力で、バイオディーゼル
燃料（ＢＤＦ）が使われました。環境に配慮
した地域おこしが始まりました。

�
�
�
�
輝
�
桜
並
木

小
鮎
貝
川
沿
�
�
八
重
桜
�
�
�
�
�
�
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山
形
県
で
は
、「
土
砂
災
害
防
止

法
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
砂
災

害
の
危
険
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て

順
次
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
調

査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

調
査
の
た
め
の
土
地
の
立
ち
入
り

に
つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
現
地
調
査
の
内
容

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
や
「
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
を
地
形
、

地
質
、
土
地
の
利
用
状
況
や
過
去

の
災
害
の
有
無
な
ど
を
調
査
し
た

結
果
に
基
づ
き
指
定
し
ま
す
。

▼
現
地
調
査
の
方
法

①
が
け
（
斜
面
）、渓
流
、
地
す
べ

　

り
地
及
び
そ
の
周
辺
の
地
形
等

　

の
ス
ケ
ッ
チ
、
写
真
撮
影
に
よ

　

る
記
録

②
宅
地
付
近
の
地
盤
勾
配
の
計
測

　

や
構
造
物
の
位
置
の
確
認
（
簡

　

易
測
量
）

③
調
査
す
る
が
け
、
渓
流
、
地
す

　

べ
り
地
及
び
そ
の
周
辺
に
位
置

　

す
る
建
築
物
の
階
数
・
構
造
等

　

の
確
認
（
外
観
目
視
）

▼
調
査
期
間　

５
月
12
日（
金
）〜
８
月
10
日（
木
）

（
う
ち
１
〜
２
日
程
度
）

▼
調
査
箇
所　

白
鷹
町
内
一
円
の
危
険
箇
所
（
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼
立
ち
入
り
に
つ
い
て

　

が
け
、
渓
流
、
地
す
べ
り
地
、

宅
地
及
び
そ
の
周
辺
へ
の
調
査
員

立
ち
入
り
の
際
に
は
一
言
お
断
り

し
ま
す
が
、
ご
不
在
の
場
合
で
も

日
程
の
都
合
上
、
調
査
を
行
い
ま

す
の
で
ご
容
赦
願
い
ま
す
。
万
一
、

立
ち
入
り
拒
否
ま
た
は
立
ち
会
い

が
必
要
な
場
合
は
、
ご
一
報
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
調

査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
樹
木
の

伐
採
や
木
杭
の
設
置
、
建
築
物
内

部
へ
の
立
ち
入
り
は
い
た
し
ま
せ

ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

西
置
賜
河
川
砂
防
課
（
☎
88

－

５

１
１
１　

内
線
３
４
２
） 

 

土
砂
災
害
防
止
�
�
�
�
現
地
調
査

急傾斜地の崩壊 土 石 流 地すべり  

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
�

指
定
�
�
�
�   

山
形
県
か
ら
の
お
し
ら
せ

土
地
�
立
�
入
�
�
�
協
力
�
�
願
�
�
�
� 

環
境
�
�
�
�

〝
省
エ
ネ
〞
っ
て
難
し
そ
う
…
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
毎
日
の
生

活
の
中
で
、
ち
ょ
っ
と
工
夫
し
た

り
、
家
電
の
設
定
を
変
え
た
り
す

る
だ
け
で
も
大
き
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

６
月
１
日（
木
）〜
７
月
31
日（
月
）

●
内
容　

７
月
分
の
電
気
使
用
量

検
針
票
の
節
電
率
に
応
じ
て
、
抽

選
で
す
て
き
な
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象　

県
内
に
お
住
ま
い
の
か

た●
応
募
方
法　

事
前
に
参
加
登
録

の
う
え
、
７
月
の
検
針
票
を
添
え

て
応
募

●
参
加
登
録
締
め
切
り　

　
　
　
　

６
月
12
日
（
月
）

＊
応
募
用
紙
は
役
場
町
民
税
務
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.yam

agata.jp/

）

の
県
政
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
町
民
税
務
課
く
ら
し
・

環
境
推
進
係（
☎
85

－

６
１
３
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
者
の
声
（
鷹
山
・
Ｓ
さ
ん
）

�

昨
年
�
省
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
節
電
�
�
�
�

�
�
�
応
募
�
�
�
�
�
節
電
�

言
�
�
�
�
特
�
大
変
�
努
力
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
気
�
�
�

�
�
�
�
使
�
�
�
電
化
製
品
�

�
�
�
�
�
�
抜
�
�
�
�
�
見

�
�
�
�
�
�
消
�
�
�
�
電
気

�
�
�
�
�
消
灯
�
�
�
�
�
�

点
�
�
�
�
�
�
�
�
意
識
�
�

生
活
�
�
�
�
今
�
�
見
�
�
�

�
�
�
�
�
無
駄
�
�
�
�
�
�

�
�
�
気
付
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
心
�
�
�
�
�
月
過
�
�

�
結
果
�
電
力
消
費
量
�
昨
年
同

月
�
比
�
�
13
�
減
�
�
金
額
�

�
�
�
�
�
�
円
�
月
�
�
�
節

約
�
�
�
�
�
�
後
�
賞
品
�
届

�
�
楽
�
�
参
加
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
家
庭
の
省
エ
ネ
チ
�
レ
ン
ジ
キ
�
ン
ペ
�
ン
�

参
加
者
募
集
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図
書
館
の
ご
案
内

　
　
　

新
館
長
就
任

　

こ
の
４
月
１
日
か
ら
町
立
図
書

館
の
館
長
に
齋
藤
和
男
さ
ん
（
小

山
沢
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
こ
ん
な
こ

　

と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

①
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

　

貸
出
し
・
閲
覧
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
当
館
に
所
蔵
し
な
い
も
の

で
、
読
み
た
い
本
が
あ
り
ま
し
た

ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

他
館
か
ら
借
用
ま
た
は
購
入
な
ど

を
し
て
ご
要
望
に
お
答
え
し
ま
す
。

②
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
年
で
38
回
目
で
す
。
い
ろ
ん

な
年
代
の
か
た
が
本
に
親
し
み
自

己
を
見
つ
め
る
場
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
入
選
さ
れ
た
か
た
の
作

品
集
も
発
行
し
ま
す
。

③
子
ど
も
読
書
推
進
の
日
事
業

　

今
年
は
４
月
23
日
の
子
ど
も
読

書
推
進
の
日
に
「
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
紙
し
ば
い
と
読
み
聞
か
せ
お
楽

し
み
会
」
を
午
前
・
午
後
の
２
回

開
催
し
ま
し
た
。

④
お
は
な
し
の
会

　

毎
月
第
一
土
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
図
書
館
の
児
童
コ
ー
ナ
ー
に

お
い
て
、「
白
た
か
子
ど
も
の
本

研
究
会
」
の
皆
さ
ん
と
荒
砥
高
等

学
校
の
図
書
委
員
の
ご
協
力
に
よ

り
、
５
月
で
２
２
９
回
を
終
了
し

ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
・
手
遊
び

・
折
り
紙
・
紙
芝
居
・
語
り
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

不
要
に
な
っ
た
本
を
皆
さ
ん
が

持
ち
寄
り
交
換
す
る
会
を
開
き
ま

す
。
今
年
は
３
回
目
と
な
り
ま
す

が
、
８
月
４
日
（
金
）
に
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
集
め
た
本
も
捨
て
な

い
で
お
寄
せ
い
た
だ
く
と
、
新
し

く
必
要
と
す
る
か
た
に
手
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
愛
着
の
あ
る
本

が
よ
み
が
え
る
市
で
す
。

ま
た
、
常
設
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
の
で
図
書
館
を
利
用
さ
れ
た
と

き
な
ど
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⑥
町
内
出
版
物
の
収
集

　

町
内
で
出
版
さ
れ
た
本
や
関
係

者
の
作
品
を
積
極
的
に
収
集
・
保

存
し
て
い
ま
す
。
刊
行
さ
れ
ま
し

た
ら
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

⑦
白
鷹
学
講
座
連
携
事
業

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
白
鷹
学
講

座
」
を
年
間
約
６
回
開
催
し
ま
す
。

そ
の
時
の
講
師
の
著
書
を
館
内
に

展
示
し
、
貸
し
出
し
ま
す
。
ぜ
ひ

事
前
に
お
読
み
に
な
っ
て
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

本
を
読
ん
だ
り
、
調
べ
も
の
を

し
た
り
と
、
図
書
館
は
い
わ
ば
心

の
オ
ア
シ
ス
で
す
。
ど
う
ぞ
時
間

を
見
つ
け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

置
賜
全
域
の
公
共
図
書
館
か
ら

も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

用
さ
れ
る
館
で
登
録
申
込
（
免
許

証
・
保
険
証
な
ど
証
明
す
る
も
の

が
必
要
で
す
）
を
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

図
書
館
は
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

鮎
貝
小
学
校
全
校
読
�
聞
�
�
集
会
�
菊
地
悦
郎
先
生

　

４
月
20
日
、
鮎
貝
小
学
校
で
、

全
校
読
み
聞
か
せ
集
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

朝
８
時
15
分
、
ホ
ー
ル
内
は
中

央
部
だ
け
が
明
る
く
、
床
に
は
所

々
に
松
ぼ
っ
く
り
が
…
。
い
つ
も

と
違
う
集
会
の
雰
囲
気
に
、
子
ど

も
た
ち
も
落
ち
着
か
な
い
様
子
で

し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
会
が
始
ま
る
と
、

会
場
に
音
楽
が
鳴
り
響
き
、
菊
地

先
生
が
登
場
し
ま
し
た
。
せ
り
ふ

は
な
く
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
演
技

を
披
露
。
パ
ン
ト
マ
イ
ム
か
ら
の

始
ま
り
で
し
た
。
読
み
聞
か
せ
作

品
は
「
に
げ
だ
し
た
お
に
ば
ん
ば
」

と
「
き
つ
ね
の
森
」
が
読
ま
れ
ま

し
た
。
ど
ち
ら
も
菊
地
先
生
の
振

り
つ
き
で
、
絵
本
の
中
の
出
来
事

が
目
の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
か
の

よ
う
に
、
児
童
た
ち
は
引
き
つ
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
講
師
・
菊
地
悦
郎
先

生
は
、
今
年
度
か
ら
鮎
貝
小
学
校

に
赴
任
さ
れ
、
５
年
生
を
担
任
さ

れ
て
い
ま
す
。
絵
本
作
家
の
顔
も

持
ち
、
今
回
の
「
き
つ
ね
の
森
」

は
先
生
の
初
の
作
品
で
し
た
。
ま

た
、
山
形
出
身
の
渡
辺
え
り
子
さ

ん
と
の
親
交
も
深
く
、
一
緒
に
演

劇
活
動
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
鷹

で
演
劇
な
ど
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
新
し
い
活
動
を
し
て
発
信
し

た
い
と
い
う
思
い
で
転
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

先
生
は
「
白
鷹
は
音
楽
祭
な
ど

新
し
い
文
化
活
動
が
盛
ん
で
、
以

前
よ
り
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
昨

年
夏
こ
ろ
か
ら
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り

に
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。」と
言

わ
れ
、
そ
の
こ
と
ば
ど
お
り
、
４

月
か
ら
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
の
運
営
検
討
委
員
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
「
学
校
は
地
域
の
核
。

そ
こ
か
ら
の
情
報
の
発
信
が
芽
を

出
し
、
注
目
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
中
心
と
な
っ
た
活
動
が
地

域
づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。」と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
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元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

ニコニコ掲示板
＜会員募集のお知らせ＞
元気ニコニコ推進会議では、
健康づくり運動、食育、禁煙
推進など、７つのグループ
に分かれてさまざまな活動
をしていきたいと思ってい
ます。一緒に楽しく活動し
てみませんか？詳しくは健
康福祉課（☎86－0210）まで
お問い合わせください。
来月は＜高齢者編＞
充実した元気な暮らしをテ
ーマに情報を発信します。
お楽しみに。

みんなで元気に暮らしたい…

おいしく食べて元気に育つ

今月の？数字

おいしく食べて元気に育つには、正しい食生活を身につけ、体と心を育む
ことが大切です。それはたとえば、家族で一緒に食事をつくったり、楽し
く食事をしている暮らしです。

○52.2％＝平成14年度の白鷹町の３歳児健診でむし歯
　のない子どもの割合です。３歳ころになると、むし
　歯の保有率がぐっと高くなります。
○70％＝元気ニコニコしらたか21では、平成22年まで
　にむし歯のない子ども（３歳）が70%になることを
　目指しています。
　小さい頃から規則正しい食生活を身につけ何でもお
いしく食べましょう。

食　　育
　子どもたちの健全な心と体の育成と、すべての
国民が生涯にわたって生き生きと暮らすことを目
指して、食育基本法（H17. ６）が成立しました。
白鷹町健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」
でも子どもの健康な暮らしのために、『おいしく食
べて元気に育つ』ことを目指しています。

白鷹町の子どもたちの食育活動
～小中学校の給食を担当している

『白鷹町学校給食共同調理場』の取り組み～
　白鷹町の食文化を伝承するために、地元のおい
しい食材を使って、四季おりおりに、行事等の伝
統食を計画的に提供しています。

52.2％　　　70％

▲試食会の様子

 子どもの
健康づくり

白鷹町健康増進計画

“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

「ぜひ取り組みたい食育活動｣
～食生活指針から～

食文化や地域の産物を活かし、
ときには、新しい料理も。

未来を担う子どもたちへ、世

界で注目されている日本型食

生活を伝承しよう！

５月は端午の節句です。

笹巻き、なだ巻き、ぼた餅

（「しらたかの食の暦」より）

〔提供される伝統食のいろいろ〕

祝いの食 赤飯、ひやしる

四季を味わう

桜ご飯、たけのこご飯、夏野菜
（きゅうり・トマト・枝豆）、
菊のおひたし、いも煮、
新米のおにぎり

山菜の味わい みずとかぶの浅漬け

行事食（お盆、
いも名月、冬至、
正月等）

棒だら煮、昆布巻き、ひやしる、
いもご煮、冬至かぼちゃ、
ひょう干しの煮物

食文化の伝承のために、家庭・地域（公民館

・学校・保育園・元気ニコニコ推進会議・健

康づくり推進員など）がこれからも、より一

層連携しましょう。

どうしてこいのぼりをあげるの？

中国の故事－竜門（黄河の上流）を登った鯉は竜に化すということから、出世の
たとえとされ、縁起物として江戸中期からもちいられるようになりました。
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催　し

白
鷹
虚
空
蔵
尊
祭
礼
�
白
鷹
山
頂

�
�
�
�

　

白
鷹
山
を
と
も
に
境
と
す
る
３

市
２
町
（
山
形
市
・
上
山
市
・
南

陽
市
・
山
辺
町
・
白
鷹
町
）
の
地

元
の
皆
さ
ん
や
行
政
担
当
者
が
山

頂
に
集
い
、
登
山
道
整
備
や
自
然

保
護
、
観
光
振
興
に
つ
い
て
情
報

交
換
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

５
月
13
日
（
土
）

午
前
10
時　

山
頂
サ
ミ
ッ
ト

午
前
11
時　

ヤ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト

▼
ど
こ
で　

白
鷹
山
頂

＊
13
日（
土
）、
14
日（
日
）、
ま
ぁ

・
ど
ん
な
会
も
営
業
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
観

光
交
流
係
（
☎
85

－

６
１
３
６
）

�
白
鷹
山
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
誘
�

　

風
薫
る
５
月
、
新
緑
の
な
か
を

ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り
、
白
鷹
山

に
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
友
達
や

家
族
を
誘
っ
て
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

小
雨
決
行

▼
対
象　

小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら

ど
な
た
で
も
、
約
４
時
間
の
散
策

が
可
能
な
か
た
、
町
外
の
か
た
も

大
歓
迎
で
す
。

▼
持
ち
物　

昼
食
・
お
や
つ
・
飲

み
物
・
タ
オ
ル
・
雨
具
・
セ
ー
タ

ー
類
・
ス
ト
ッ
ク
（
体
力
に
自
信

の
な
い
か
た
）・
ご
み
拾
い
用
の
買

い
物
袋
・
軍
手
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
し
め
き
り　

５
月
19
日
（
金
）

▼
行
程

８
時
30
分　

白
鷹
ス
キ
ー
場
集
合

　
　
　
　
　

・
受
付
・
開
会
式

８
時
45
分　

出
発
・
山
の
先
生
に

　
　
　
　
　

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を

　
　
　
　
　

聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く

　
　
　
　
　

り
登
り
ま
す

11
時　
　
　

山
頂
到
着

11
時
30
分　

雨
量
レ
ー
ダ
ー
到
着

　
　
　
　
　

・
昼
食
・
休
憩

午
後
１
時　

下
山
・
ご
み
を
拾
い

　
　
　
　
　

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
下

　
　
　
　
　

り
ま
す

２
時
30
分　

白
鷹
ス
キ
ー
場
到
着

　
　
　
　
　

・
解
散

＊
雨
天
中
止
の
場
合
は
当
日
の
朝
、

電
話
で
ご
連
絡
し
ま
す

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
健
康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２

１
０
）

三
�
瀧
不
動
尊
大
祭
�
�
案
内

　

眼
病
平
癒
、
火
盗
消
除
、
養
蚕

安
全
、
交
通
安
全
の
守
護
「
三
ッ

瀧
不
動
尊
」
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

三
ッ
瀧
不
動
尊
境
内

（
雨
天
の
場
合　

貝
生
公
民
館
）

▼
直
会　

貝
生
公
民
館　

午
後
２

時
30
分
〜　

会
費
１
０
０
０
円

▼
御
札　

一
体
５
０
０
円

▼
名
物　

「
流
し
ソ
ー
メ
ン
」
と

山
菜　

お
１
人
様
６
０
０
円　

昼

12
時
ま
で

▼
交
通　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　

役
場

前
午
前
９
時
45
分
発

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協

会
（
☎
86

－

０
０
８
６
）

黒
獅
子
列
車
�
運
行
�
�
�

　

５
月
20
日
（
土
）
に
「
な
が
い

黒
獅
子
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
合
わ
せ
、
山
形
鉄
道
で
は
、

列
車
前
頭
部
に
獅
子
の
ヘ
ッ
ド
マ

ー
ク
を
付
け
た
黒
獅
子
臨
時
列
車

を
運
行
し
ま
す
。

　

当
日
の
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
ご

利
用
に
は
、
大
人
１
人
と
小
学
生

２
人
ま
で
一
日
乗
り
放
題
の
お
得

な
「
土
休
日
フ
リ
ー
キ
ッ
プ
（
１

０
０
０
円
）」を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
乗
車
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
臨
時
列
車
時
刻

午
後
９
時
40
分
（
長
井
駅
発
赤
湯

行
き
）
〜
午
後
10
時
11
分
（
臨
時

列
車
赤
湯
到
着
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄
道
株
式

会
社
（
☎
88

－

２
０
０
２
）

第
44
回
釣
大
会

▼
い
つ　

６
月
11
日
（
日
）
午
前

７
時
〜
11
時
（
受
付
開
始
午
前
６

時
30
分
）

＊
雨
天
決
行

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
公

園
内
中
丸
溜
池

▼
参
加
対
象　

高
校
生
以
上
の
か

た▼
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円

▼
釣
り
方
法

○
釣
り
竿
は
１
人
１
本
で
、
リ
ー

　

ル
釣
り
は
禁
止
で
す
。

○
開
始
時
の
釣
場
は
参
加
申
し
込

　

み
時
に
抽
選
し
ま
す
。

○
魚
は
ニ
ジ
マ
ス
で
す
。

▼
表
彰　

目
方
賞
で
１
位
か
ら
５

位
ま
で
決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

当
日
の
み
会
場
で

受
け
付
け
ま
す
（
先
着
40
人
）。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
漁
業
協

同
組
合
白
鷹
支
部
事
務
局
・
高
梨

（
☎
85

－

３
２
５
４
）

蔵
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
三

　

山
形
大
学
出
身
の
５
人
の
歌
い

手
の
皆
さ
ん
に
よ
る
心
温
ま
る
ス

テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
21
日
（
日
）
午
後

３
時
〜
（
開
場
午
後
２
時
）

▼
ど
こ
で　

そ
ば
工
房
「
さ
ん
ご
」

の
蔵
内

▼
内
容

【
第
１
部
】
ソ
ロ

：

か
ら
た
ち
の

花
、
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
、
希
望
、

紫
陽
花
な
ど

【
第
２
部
】
一
幕
オ
ペ
ラ

▼
入
場
料　

５
０
０
円
（
小
学
生

以
下
無
料
）

＊
そ
ば
セ
ッ
ト
券
は
１
１
０
０
円

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

蔵
し
っ
く
コ
ン

サ
ー
ト
事
務
局
・
師
岡
（
☎
０
９

０

－

７
０
６
２

－

９
６
４
８
）
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移
動
町
長
室
�
開
催
�
�
�

�　

皆
さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
気
軽
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
希
望
の
団
体
ま
た
は

地
域
の
か
た
は
、
総
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
回
数　

18
年
度
中
、
７
回

▼
期
日
・
場
所　

希
望
さ
れ
る
団

体
の
か
た
と
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
申
込
期
日　

随
時
受
け
付
け
ま

す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

情
報
企
画
係（
☎
85

－

６
１
２
１
）

地
域
�
文
化
活
動
�
応
援
�
�
�

　

置
賜
地
域
内
で
住
民
の
皆
さ
ん

が
企
画
・
運
営
す
る
文
化
事
業
を

支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業

①
地
域
に
残
る
歴
史
あ
る
建
物
や

　

空
き
店
舗
な
ど
の
遊
休
施
設
を

　

活
用
し
た
事
業

②
市
町
の
枠
を
超
え
た
複
数
の
団

　

体
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

　

実
施
す
る
広
域
的
な
文
化
事
業

　

ま
た
は
人
材
の
育
成
を
目
的
と

　

す
る
事
業

▼
支
援
の
条
件
・
内
容

○
置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
共

　

催
事
業
」
と
し
、「
共
催
負
担
金
」

　

を
支
出
し
ま
す
。

○
負
担
金
は
、
実
行
委
員
会
の
自

　

己
負
担
額
（
対
象
事
業
費
か
ら

　

収
入
分
を
引
い
た
も
の
）
を
基

　

本
と
し
、
50
万
円
を
限
度
と
し

　

ま
す
。

＊
た
だ
し
、
昨
年
度
ま
で
県
や
置

　

賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
地
域

　

文
化
資
源
活
用
事
業
」
の
補
助

　

実
績
の
あ
る
団
体
等
は
、
25
万

　

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

※
要
望
の
状
況
に
よ
り
助
成
額
を

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
共
催
対
象
と
な
る
団
体
の
要
件

・
事
業
実
施
を
目
的
と
し
た
実
行

委
員
会
。

・
地
域
住
民
を
主
体
と
し
た
も
の
。

・
規
約
、
構
成
（
役
員
）
が
明
確

で
、
適
正
な
会
計
処
理
が
で
き
る
。

※
助
成
を
希
望
す
る
団
体
の
皆
さ

ん
は
、
事
務
局
ま
た
は
町
教
育
委

員
会
文
化
振
興
係
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限　

５
月
19
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
事
務
局
（
置
賜
総
合
支
庁

企
画
振
興
課
内
・
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
１
８
）

募　集

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。

▼
募
集
学
生

○
教
養
学
部

・
全
科
履
修
生
（
18
歳
以
上
）

・
選
科
履
修
生
（
15
歳
以
上
）

・
科
目
履
修
生
（
15
歳
以
上
）

○
大
学
院

・
修
士
選
科
生
（
18
歳
以
上
）

・
修
士
科
目
生
（
18
歳
以
上
）

▼
募
集
期
間　

６
月
15
日
（
木
）

〜
８
月
15
日
（
火
）

▼
募
集
説
明
会

○
日
時　

７
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

○
場
所　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

　

タ
ー

○
内
容　

放
送
大
学
概
要
説
明
、

　

大
学
紹
介
（
ビ
デ
オ
）、地
元
学

　

生
体
験
発
表
、
学
習
方
法
説
明

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

放

送
大
学
山
形
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
３
６
）

おしらせ

＊
不
法
投
棄
１
１
０
番
電
話
は
、

強
化
月
間
中
の
み
で
な
く
、
常
時

開
設
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
病
予
防
�
�
�
�

　

初
夏
に
か
け
て
、
つ
つ
が
虫
の

生
息
域
に
立
ち
入
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
が
心
配
な

時
期
に
な
り
ま
す
。

●
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
の
症
状

　

つ
つ
が
虫
の
幼
虫
に
刺
さ
れ
て
、

高
熱
や
発
疹
な
ど
の
症
状
が
現
れ

る
病
気
で
す
。
刺
さ
れ
る
と
５
日

か
ら
14
日
後
に
発
熱
、
頭
痛
、
全

身
の
だ
る
さ
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、

下
痢
、
吐
き
気
、
ほ
ぼ
全
身
に
発

疹
が
現
れ
ま
す
。
手
当
が
遅
れ
る

と
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
予
防
・
早
期
治
療
の
た
め
に

(1)
田
畑
、
山
林
、
河
川
敷
の
や
ぶ
、

草
原
な
ど
に
立
ち
入
る
と
き
は
次

の
こ
と
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、
手

　

袋
な
ど
を
着
用
し
、
素
肌
を
で

　

き
る
だ
け
露
出
し
な
い
。

②
草
む
ら
に
直
接
座
ら
な
い
。

③
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
ダ
ニ

　

忌
避
剤
、
防
虫
剤
を
衣
服
に
散

　

布
す
る
。

④
帰
宅
し
た
ら
、
早
め
に
風
呂
に

　

入
り
、
清
潔
を
保
ち
、
衣
服
を

　

洗
う
。

(2)
悪
寒
、
発
熱
、
発
疹
な
ど
の
症

町
立
病
院
�
整
形
外
科
診
療
日

�
変
更
�
�
�
�

　

医
師
の
学
会
出
張
の
た
め
、
整

形
外
科
の
５
月
第
３
週
の
診
療
日

が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

【
変
更
前
】

　

５
月
17
日（
水
）、
19
日（
金
）

      

←

【
変
更
後
】

　

５
月
16
日（
火
）

＊
そ
の
ほ
か
の
週
は
、
通
常
ど
お

り
水
・
金
曜
日
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院

（
☎
85

－

２
１
５
５
）

�
月
�
不
法
投
棄
�
�
�
�
�

強
化
月
間

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法

律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。
モ
ラ
ル
の

輪
を
広
げ
不
法
投
棄
を
撲
滅
し
ま

し
ょ
う
。

○
不
法
投
棄
１
１
０
番
電
話

　

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４

（
置
賜
総
合
支
庁
環
境
課
内
）

○
白
鷹
町
不
法
投
棄
窓
口
電
話

　

☎
85

－

６
１
３
１
（
町
民
税
務

課
く
ら
し
・
環
境
推
進
係
）
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③
Ｃ
型
肝
炎

　

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
会
場　

置
賜
保
健
所（
米
沢
市
）

＊
匿
名
で
、
無
料
で
検
査
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
地

域
保
健
予
防
課
感
染
症
予
防
担
当

（
☎
０
２
３
８

－
22

－
３
０
０
２
）

介
護
学
習
�
�
�
�
介
護
講
座

▼
受
講
対
象　

介
護
に
関
心
の
あ

る
か
た

▼
定
員　

い
ず
れ
の
講
座
も
30
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
で
講
座
ご
と

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
講
座
内
容

①
「
入
浴
と
清
潔
を
介
助
す
る
」

　

６
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時
30

　

分
〜
３
時
30
分

②
「
は
じ
め
ま
し
ょ
う
介
護
予
防
」

　

６
月
14
日
（
水
）
午
後
１
時
〜

　

３
時

③
「
は
じ
め
ま
し
ょ
う
転
倒
予
防
」

　

６
月
21
日
（
水
）
午
後
１
時
〜

　

３
時

④
「
は
じ
め
ま
し
ょ
う
口
腔
ケ
ア
」

　

６
月
28
日
（
水
）
午
後
１
時
〜

　

３
時

⑤
公
開
講
座
「
福
祉
用
具
を
知
ろ

　

う
・
車
イ
ス
編
」（
申
込
不
要
）

　

６
月
10
日
（
土
）
１
回
目
午
前

　

10
時
〜
、
２
回
目
午
後
２
時
〜

状
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

風
邪
に
似
た
症
状
の
た
め
に
、
ツ

ツ
ガ
ム
シ
病
と
診
断
が
難
し
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
田
畑
、
山

林
、
草
む
ら
な
ど
つ
つ
が
虫
が
生

息
し
て
い
そ
う
な
場
所
に
入
っ
た

こ
と
を
医
師
に
話
す
こ
と
も
重
要

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）

山
形
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
�
�
知
�
�

　

医
療
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
及
び

顕
微
授
精
）
の
経
済
的
な
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
に
助
成
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
国
の
制
度
改
正

に
伴
っ
て
、
４
月
１
日
か
ら
助
成

期
間
が
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

▼
助
成
期
間　

こ
れ
ま
で
の
通
算

２
年
か
ら
、
５
年
に
延
長

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
児
童
家

庭
課
母
子
健
康
担
当
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
２
６
７
）

感
染
症
�
予
防
検
査
�
�
�
�

▼
検
査
日
程　

毎
週
月
曜
日

①
エ
イ
ズ　

　

午
後
１
時
〜
２
時

②
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア

　

午
後
１
時
〜
２
時

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

介
護
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－
６
２
７

－

７
４
３
１
）

子
�
�
�
�
�
番
連
絡
所
�
連

絡
車

　

東
北
電
力
山
形
支
店
で
は
、
４

月
よ
り
県
内
全
事
業
所
で
「
子
ど

も
１
１
０
番
連
絡
所
・
連
絡
車
」

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
を
巻
き
込
む
犯
罪
が
全
国
的
に

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の

一
員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
に
つ
な
げ
た
い
と
、
事
業
所

に
は
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
車
両

に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
り
ま
す
。

　

不
審
者
な
ど
の
危
険
か
ら
逃
れ

る
た
め
に
助
け
を
求
め
る
子
ど
も

た
ち
の
「
一
時
避
難
所
」
と
し
て
、

社
員
が
子
ど
も
た
ち
を
保
護
し
て

警
察
な
ど
へ
の
通
報
、
救
急
車
の

手
配
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

東
北
電
力
米

沢
営
業
所
総
務

課
（
☎
０
２
３

８

－

22

－

９
４

６
５
）

山
火
事
�
防
�
�
�
�

　

山
火
事
の
危
険
な
時
期
に
入
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
山
菜
採
り
や

行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
は
異
常
乾
燥
と

な
る
日
も
多
く
、
山
火
事
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
野
山
に
入

る
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

○
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
の
起

　

こ
り
や
す
い
場
所
な
ど
で
の
た

　

き
火
、
強
風
時
や
乾
燥
時
の
火

　

入
れ
は
行
わ
な
い
こ
と
。

○
た
き
火
な
ど
の
場
所
を
離
れ
る

　

と
き
は
、
完
全
に
消
火
す
る
こ

　

と
。

○
火
入
れ
を
行
う
と
き
は
、
必
ず

　

許
可
を
得
る
こ
と
。

○
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消
し
、

　

投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

○
火
遊
び
を
し
な
い
こ
と
。

＊
山
火
事
を
発
見
し
た
ら
、
消
防

署
、
置
賜
森
林
管
理
署
へ
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
森
林
管
理

署
（
☎
０
２
３
８

－

62

－

２
２
４

６
／
土
・
日
・
祝
日
は
☎
０
９
０

－

２
２
７
２

－

１
５
８
４
）

だんご

よつば保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

ひまわり組のみんなが土で泥だんご

をつくりました。

Ａくん「すごい泥だんごつくったよ。」

保育士「うわっ、硬くてつるつるだ。

　　　がんばってつくったね。」

Ａくん「うん、かなり時間がかかっ

　　　たけどがんばったんだよ。触

　　　ってみて。」

保育士「そうだね、この硬さになる

　　　には時間かかるよね。」

そこへきく組のＢくんがやってきて、

Ｂくん「なにしったな？」

保育士「Ａくんがね、つるつるの泥

　　　だんごつくったんだよ。」

Ｂくん「ボクも触っちゃい！」

Ａくん「いいよ、でも壊さねでな。」

Ｂくん「本当だ！土のだんごだ。で

　　　もよ、ボクは雪だんご
3 3 3 3

いいな。

　　　土のだんごは食べらんにぇも

　　　･･･」
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みなさんの家にも
「住宅用火災警報器」の設置が必要となります

～大切な家族の生命や財産を守るために～
　
　法律により、寝室などに住宅用火災警報器（煙式）
の設置が義務づけられました。
※煙式＝煙が火災警報器に入ると音や音声でお知らせ
します。
▼義務発生時期
①新築住宅　平成18年６月１日以降の新築住宅には設
　　　　　　置義務が生じます。
②既存住宅　平成23年５月31日までに設置しなければ
　　　　　　なりません。
■問い合わせ
　西置賜行政組合消防本部（☎88－1797）

パトカーが「安全メロディー」を

流して町内をパトロールします

　長井警察署では、事件・事故や緊急用務以外

で一般的なパトロールを行うときには、安全メ

ロディーをパトカーから流して走ります。この

メロディーを聞いて、地域住民の皆さんに安心

感を持っていただくとともに、交通事故防止や

不審者情報の通報などに努めていただき、「県内

一安全で安心な長井地区」を実現したいと思い

ます。

安全メロディーを流しているパトカーを見
かけたときは、気軽に手を振ってください。

■問い合わせ　長井警察署（☎84－0110）

長井警察署よりお知らせ

町民税務課よりお知らせ

町税等の納付は簡単で便利な口座振替をおすすめします

　口座振替は、あなたに代わり、金融機関があなたの預金口座から自動的に振替納付する制度です。毎
月納める手間が省けますので、お忙しいかたにとても便利です。
　また、今年度から「東北労働金庫」も振替ができるようになりました。ぜひ、口座振替を活用してく
ださい。

口座振替の手続きは？
　申し込みの手続きは、金融機関に依頼書がありますので、各金融機関で手続きをしてください。その
とき必要なものは次の３点です。

　①貯金通帳　　②通帳にご使用の印鑑　　③町税等の納付書

　※金融機関は20日（郵便局は10日）までの場合、翌月から口座振替になります。

■問い合わせ　町民税務課　収納係（☎85－6106）
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佳
作　

親
の
夢
ぎ
っ
し
り
背
負
っ
て
新
入
児　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

子
育
て
の
何
処
か
狂
っ
た
ニ
ー
ト
族　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

子
が
思
う
よ
り
何
倍
も
子
を
憶お
も

う　
　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

　

〃　

離
れ
住
む
子
に
山
菜
の
あ
れ
こ
れ
と　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

園
児
ら
の
声
聞
き
元
気
湧
い
て
く
る　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

吾
が
子
よ
り
気
骨
が
折
れ
る
孫
の
守
り　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

子
煩ぼ
ん
の
う悩

パ
パ
の
目
尻
が
す
ぐ
下
が
る　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

素
肌
ぺ
っ
た
り
母
に
負お

わ
れ
た
子
守
唄　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

古こ

き稀
に
来
て
知
る
親
ご
こ
ろ
子
の
こ
こ
ろ　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

子
獅
子
舞
う
手
も
少
な
く
て
春
祭
り　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

親
ひ
と
り
子
ひ
と
り
待
っ
て
い
る
電
話　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

鯉
の
ぼ
り
泳
ぎ
を
真
似
て
子
ら
跳
ね
る　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

秀
逸　

子
供
ら
の
声
が
聞
こ
え
る
ほ
っ
と
す
る　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

ほ
め
言
葉
上
手
に
使
い
子
を
伸
ば
す　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

〃　

親
の
背
を
と
う
に
越
し
て
る
伸
び
盛
り　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

連
休
に
は
帰
る
と
親
を
喜
ば
せ　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

赤
ん
坊
が
主
役
笑
い
の
真
ん
中
に　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

少
子
化
の
未
来
の
地
図
が
寒
く
な
る　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

遡そ
じ
ょ
う上
す
る
鮭
に
重
ね
た
子
育
て
記　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

少
子
化
に
輝
い
て
い
る
子
沢
山　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

花
束
の
よ
う
に
赤
ん
ぼ
抱
き
か
か
え　
　
　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

ガ
ラ
ス
割
り
謝
り
に
行
く
子
の
勇
気　
　
　

荒
砥
甲
五
十
公
野
か
お
る

五
客　

よ
そ
の
子
も
叱
っ
て
躾し
つ

け
出
来
た
頃　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

子
ら
の
声
飛
び
交
う
街
に
あ
る
未
来　
　
　

山　

形　

橋
本　

善
男

　

〃　

父
子
し
て
酌
む
酒　

絆
き
ず
な

太
く
な
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

　

〃　

三
反
の
小
作
で
五
人
子
を
育
て　
　
　
　
　

小
田
原　

井
上　

秀
雄

　

〃　

み
ど
り
子
の
拳
握
っ
て
い
る
未
来　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

人
位　

子
育
て
を
終
わ
っ
た
趣
味
の
入
門
書　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

地
位　

農
継
ぐ
と
決
め
た
息
子
の
肩
の
幅　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

天
位　

我
が
道
を
往ゆ

く
子
に
幸
を
祈
る
だ
け　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

軸　

迷
子
札　

あ
あ
恍こ
う
こ
つ惚
の
杖
を
曳ひ

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
杯

　

次
回
課
題　

「
白
」　

五
月
末
日
ま
で　

「
木
」　

六
月
末
日
ま
で

　

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
け
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地
克
二

�
町
報
川
柳
�　　

子　
　
　
　

新
野
三
拍
子　

選

　国際紛争や日本・世界の政治・経済について毎年お

話いただいている、田勢康弘氏にまた今年もおいでい

ただきます。最新のお話が聞くことができるでしょう。

みなさまぜひお聞きください。

　い　つ　６月17日（土）
　　　　　午後７時～８時50分（予定）
　　　　　　（午後６時30分開場）
　どこで　パワーセンター白鷹

●定員　200人
＊入場は無料ですが、入場整理券が必要です。
●入場整理券取り扱い
　教育委員会、中央公民館、各地区公民館、
　パワーセンター白鷹
●主催　白鷹学講座企画委員会　白鷹町教育委員会
●問い合わせ
　教育委員会　生涯学習・スポーツ推進係

　（☎85－6147）

白鷹学講座のご案内

パート１　田勢康弘講演会
テーマ「ポスト小泉を読む」

☆プロフィール☆
昭和19年　中国黒龍江省生まれ 
早稲田大学第一政治経済学部政治学科卒業、日
本経済新聞入社、ワシントン支局長、政治部次
長、編集委員、論説副主幹、コラムニストなど
を経て、平成18年４月から早稲田大学大学院公
共経営研究科教授。主な著書として『政治ジャ
ーナリズムの罪と罰』『島倉千代子という人生』
（新潮文庫）、北岡伸一氏との共同著書『指導力』
（日本経済新聞社）がある。また、作家・黒河小
太郎として（新潮文庫）『寸前暗黒』（角川書店）
ほか多数。

お知らせ
町立図書館に「白鷹学講座のコーナー」が登場します。今年講演いただくかたの著書を

一カ所にまとめて展示し、貸し出します。蔵書だけでなく、県立図書館や近隣市町村か

ら借用したものも貸し出しますので、講演前や講演後にぜひご利用ください。
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

５
月
上
旬
、
白
鷹
町
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
で
「
第
15
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
た
。
全

国
各
地
の
高
等
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
手
が
白
鷹
に
集
ま
っ
て
の
大

会
で
あ
る
。
本
町
で
平
成
４
年
に
開

催
さ
れ
た
「
べ
に
ば
な
国
体
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
」
を
契
機
と
し
て
、

同
年
に
第
１
回
大
会
を
行
い
、
今
回

で
15
回
目
を
迎
え
る
。
各
県
を
代
表

す
る
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
有

力
校
の
参
加
・
交
流
に
よ
り
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
普
及
発
展
と
競
技
力
の

向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

15
年
間
で
延
べ
３
１
０
校
の
参
加
。

今
や
春
の
伝
統
的
な
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
と
も
言
え
る
。
今
ま
で
、
参
加

校
か
ら
多
く
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
入
賞

校
・
出
場
校
が
生
ま
れ
て
お
り
、
こ

の
大
会
の
役
割
は
大
き
い
。
今
回
は

参
加
高
校
24
校
（
う
ち
山
形
県
内
６

校
）
で
、
選
手
・
監
督
５
７
０
人
、

保
護
者
３
５
０
人
、
審
判
員
50
人
、

役
員
30
人
で
、
参
加
者
総
数
は
１
０

０
０
人
。
会
場
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
２
面
、
野
球
場
２
面
、
東
陽
の
里

グ
ラ
ウ
ン
ド
２
面
の
合
計
６
面
で
あ

る
。

　

こ
の
大
会
が
今
ま
で
継
続
し
て
開

催
で
き
た
の
は
、
出
場
校
の
監
督
さ

ん
や
選
手
の
思
い
と
、
そ
し
て
全
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
振
興
の
た
め
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
審
判
員
や
競
技
役
員

の
皆
様
が
た
の
力
の
賜
物
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
が
全

国
屈
指
の
質
を
誇
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　

３
日
朝
、
開
会
式
が
始
ま
っ
た
。

快
晴
で
あ
る
。
ほ
ど
よ
い
気
温
で
あ

り
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
ま

だ
ま
だ
残
雪
の
厚
み
を
感
じ
る
西
山

の
連
山
を
眺
望
し
つ
つ
、
ス
ポ
ー
ツ

公
園
を
覆
う
桜
が
本
町
の
今
の
季
節

に
は
め
っ
た
に
な
い
満
開
の
中
で
の

開
会
で
あ
る
。
遠
路
白
鷹
町
ま
で
来

て
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
す
る
若
い
高
校

生
選
手
を
、
本
日
の
よ
う
な
絶
好
の

環
境
の
中
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
本
当
に
う
れ
し
い
。
入
場
行
進

が
始
ま
る
。
24
校
の
選
手
が
校
旗
を

先
頭
に
規
律
正
し
く
、
高
校
生
ら
し

い
真
剣
さ
・
は
つ
ら
つ
さ
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
進
む
。
試
合
だ
け
で
な
く
、

こ
の
よ
う
な
行
進
の
中
に
も
、
試
合

に
向
け
る
心
意
気
を
感
じ
る
。
ま
た
、

こ
の
姿
を
通
し
て
若
者
に
対
し
て
の

希
望
が
湧
い
て
く
る
。
行
進
の
中
で
、

本
県
の
参
加
校
は
６
校
。
残
念
な
が

ら
荒
砥
高
校
は
今
年
は
見
当
た
ら
な

い
。
ぜ
ひ
来
年
は
再
び
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

試
合
が
始
ま
る
。
始
球
式
は
こ
こ

数
年
わ
た
し
が
投
げ
て
い
る
。
わ
た

し
は
生
来
の
左
利
き
な
の
で
、
グ
ロ

ー
ブ
は
右
手
に
付
け
る
。
過
去
に
一

度
左
手
用
グ
ロ
ー
ブ
を
右
手
に
付
け

て
投
げ
た
と
き
が
あ
る
が
、
全
く
し

っ
く
り
し
な
い
。
そ
の
後
、
審
判
部

長
の
石
川
さ
ん
が
い
つ
も
右
手
用
の

グ
ロ
ー
ブ
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

心
遣
い
を
あ
り
が
た
い
と
思
う
。
今

回
の
始
球
式
は
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
あ

っ
た
。
晴
天
の
も
と
、
マ
ウ
ン
ド
に

立
ち
、
本
大
会
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

一
球
目
を
投
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、
そ
し
て
、
高
校

生
た
ち
の
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ー
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
投
げ
た
。

　

３
日
間
に
わ
た
る
白
鷹
で
の
大
会
。

各
校
と
も
年
度
始
め
の
大
会
と
し
て
、

存
分
に
交
流
し
、
力
を
付
け
て
い
っ

て
ほ
し
い
。

　

来
月
６
月
10
日
、
11
日
に
「
第
39

回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
１
部
リ

ー
グ
山
形
大
会
」
が
行
わ
れ
る
。
多

く
の
町
民
の
か
た
が
た
、
県
民
の
か

た
が
た
に
日
本
の
一
流
の
プ
レ
ー
を

見
て
い
た
だ
き
、
一
層
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
普
及
と
愛
好
者
の
増
加
に
つ

な
が
れ
ば
と
思
う
。　

●4月1日 ▼4月30日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
菖　蒲　川　上　　四郎　85
中　山　佐　　　喜久太　83
中　山　佐　　　みつゑ　93
鮎　貝　船　山　森　　　86
萩　野　紺　野　富　男　51
鮎　貝　小　林　三五郎　81
畔　藤　衣　袋　かつゑ　91
大　瀬　五十嶺　小　一　93
荒砥甲　松　下　　登　　86
浅　立　鈴　木　要　吉　81
萩　野　梅　津　　實　　68
横田尻　小　林　いと子　70
横田尻　菅　野　く　ま　75
鮎　貝　吉　川　ト　シ　95
畔　藤　梅　津　長　吉　93
荒砥甲　大　滝　登美男　74
十　王　小　関　譲　治　32
十　王　橋　本　昭　二　79
十　王　小　林　ヨ　ネ　94

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

中　山 布施 和　也 学
がく

　人
と

恵　梨

荒砥乙 鈴木 武　志 美
み

　冴
さえ

淳　葉

深　山 齋藤 吉　邦 陽
ひ

　凪
な

麻　美

鮎　貝 荒木 健　一 華
か

　凜
りん

由　美

山　口 新野 亮 杏
あん

　奈
な

光　世

荒砥乙 鈴木 敏　広 健
けん

　祐
すけ

智　恵

高　玉 髙橋 正　明 真
ま

　由
ゆ

加代子

鮎　貝 多田 和　明 優
ゆう

　季
き

美千代

鮎　貝 江見 正　寿 遥
はる

　奈
な

浩　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（安　達　紀　章　　鮎　貝
里　見　真奈弥　　埼玉県

（髙　橋　賢　一　　高　玉
今　　　由美子　　深　山

（渡　部　純　一　　山　口
西　村　佳　子　　神奈川県

（今　野　　勉　　　高　玉
山　田　ふさ代　　宮城県

（小　関　源四郎　　十　王
菊　地　征　子　　山形市
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